
　

伊
勢
崎
市
の
県
立
ふ
れ
あ
い

ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ
ザ
に
お
い
て
、群
馬

県
身
体
障
害
者
福
祉
団
体
連

合
会
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
が

十
一
月
六
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

県
内
か
ら
百
三
十
六
名
が
参
加

し
、本
村
か
ら
は
五
名
の
選
手
が

出
場
し
熱
戦
を
繰
り
広
げ
、戸

倉
の
笠
原
多
蔵
さ
ん
が
第
４
位

の
見
事
な
成
績
を
納
め
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
手
伝
っ
て
く

れ
た
群
馬
医
療
福
祉
大
学
の
学

生
の
皆
さ
ん
、ご
協
力
大
変
有

り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

毎
年
恒
例
の
片
品
村
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
役
員
研
修
が
十
一
月

十
六
日
か
ら
一
泊
二
日
で
、静
岡

県
へ
行
っ
て
来
ま
し
た
。

　

今
年
は
役
員
十
六
名
が
参
加

し
、静
岡
県
の
焼
津
市
総
合
福

祉
会
館
の
視
察
見
学
を
行
い
、

子
供
か
ら
高
齢
者
ま
で
を
対
象

と
し
た
素
晴
ら
し
い
施
設
に
役
員

一
同
感
心
し
ま
し
た
。参
加
者
の

皆
さ
ん
お
疲
れ
様
で
し
た
。

　

十
一
月
十
五
日
に
伊
勢
崎
市

文
化
会
館
で
群
馬
県
社
会
福

祉
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
講
演
や
表
彰
が
行

わ
れ
、優
良
母
子
世
帯
と
し
て

花
咲
の
宮
田
チ
ェ
リ
ル
さ
ん
が
、

群
馬
県
社
協
会
長
表
彰
を
受

け
ま
し
た
。大
変
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
母
子
家
庭
の
自
立

促
進
に
御
活
躍
く
だ
さ
い
。

　

十
二
月
七
日
、ふ
れ
あ
い
館
２

階
に
お
い
て
、本
年
度
第
３
回
目

の
社
協
の
会
議
が
開
か
れ
ま
し

た
。

　

社
会
福
祉
法
改
正
に
よ
る
定

款
変
更
や
、そ
れ
に
伴
う
規
程

な
ど
の
変
更
、及
び
役
員
の
選

任
に
つ
い
て
会
議
に
諮
ら
れ
、承

認
さ
れ
ま
し
た
。
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▲第４位に入賞した笠原多蔵さん（中央）

県
身
障
連

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

▲県社協会長表彰を受ける宮田チェリルさん（花咲）

▲片品村老連役員研修に参加した皆さん（焼津市総合福祉会館にて）

片
品
村
老
連 

役
員
研
修

群
馬
県
社
会
福
祉
大
会

▲新たに民生委員になられた方々に委嘱状が交付されました。

第
３
回

社
協
理
事・評
議
員
会


